
採取作土

作土

下層土

自分の圃場の
土壌診断結果と、

沖縄県の基準値を比較し、
改善が必要な場合は

次ページを参考に施肥管理を
実践しましょう！

土壌診断結果の見方と改善方法

沖縄県土壌診断基準値案

毎年診断することで土壌の
状態や傾向を把握できます。

診断結果が出るまで
１カ月以上かかる場合もあるので、

余裕を持って提出しましょう。

土壌診断のタイミングと方法

前作が終わって片付けたあと

いつ採取するのか

どう採取するのか

国頭マージ

島尻マージ

ジャーガル

可給態
リン酸

（mg/100g）

土壌種類 pH
（H₂O）

5.5-6.5

6.0-7.0

7.0-8.0

12＜

18＜

25＜

140-280

420-560

700以上

CaO

30-60

60-100

60-120

MgO

10-20

19-38

19-38

K₂O

2.5-3.5

4-5

-

Ca/Mg比

6-7

6-7

7-8

10＜

10＜

10＜

Mg/K比
CEC

（meq/100g）

交換性塩基（mg/100g） 当量比

EC 0.0 0.3 上限値

沖縄県農林水産部さとうきび栽培指針より抜粋

pHと肥料養分の溶解性

施肥前EC値の見方

①pH（重要な指標）
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窒素（N）

イオウ（S）

リン（P）
カリウム（K）

カルシウム（Ca）
マグネシウム（Mg）
鉄（Fe）

ホウ酸（B）
銅（Cu）および亜鉛（Zn）

マンガン（Mn）

モリブデン（Mo）

施肥基準通り施肥
減肥を検討

高㏗：アルカリ資材の使用を控える

低EC：施肥基準通りに施肥する改善

高EC：硝酸態窒素やカリウムの数値が高い場合は施肥を控える。心土破砕で土壌の
　　    塩類濃度を下げる。緑肥を鋤き込まずに持ち出す（クリーニングクロップ）

低㏗：石灰資材を入れる

②EC（減肥の基準になる）

高EC適正

※ECの基準値案は以下表内に掲載

適正
対角線法

19 20

施
肥
設
計
（
土
壌
診
断
）

土
づ
く
り

長期間パターン・短期間パターン共通！化学性改善

施肥設計

Point

水素イオン濃度指数。7.0が中性
電気伝導度。肥料養分の濃度。高い場合、肥料分が多く含まれている。
0.3以下が理想。0.3より大きい場合は減肥を検討する。

作物が利用可能なリン酸。リン酸は土壌中で固定化しやすく作物が利用
できないリン酸も含まれている。不足すると健全な生育をしない。

低pH、カリウム＆アンモニウム含量が高いと欠乏症が出やすい。
基準値は土壌ごとに異なるため上表の基準値を参考にする。
カルシウム過剰は、カリウムやマグネシウムの吸収を阻害するとともに、
高pHとなって微量要素の吸収も阻害する。
CECの何パーセントが陽イオンで満たされているか。
飽和度があがるとpHもが上がる。
カルシウムとマグネシウムの比率（ミリグラム当量）
マグネシウムとカリウムの比率（ミリグラム当量）

基準値は土壌ごとに異なるため上表の基準値を参考にする。

陽イオン交換容量。保肥力を示す数値。

pH

硝酸態窒素

可給態リン酸

CEC

加里（カリウム：K₂O）

苦土（マグネシウム：MgO）

石灰（カルシウム：CaO）

塩基飽和度

石灰苦土比（Ca/Mg）
苦土カリ比（Mg/K）

植物が根から吸収できる窒素。一般的には10以下であれば慣行施肥量を施肥。
それ以上であれば減肥を検討する。

EC

項目 用語説明

土壌診断で確認したいポイント

交
換
性
塩
基

国頭マージ国頭マージ 島尻マージ ジャーガル

改善
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土壌診断結果と改良の考え方（例：ジャーガル）

④交換性カリウム、交換性カルシウム、交換性マグネシウム

化学性改善

Point
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※仮比重：乾燥した土壌の重さを体積で割った値。沖縄県の一般的な仮比重は1.0である

実践！施用量計算

国頭マージ

島尻マージ

ジャーガル

成分施用量（kg／10a）=（改良目標値ー分析値）×仮比重× 作土深さ（cm）
10

カルシウム・マグネシウム含量が
少ない

カルシウム含量が多い

土壌診断で使用する計算式

■マグネシウム投入量の計算

pH

CEC（meq/100g）

EC（mS/cm）

硝酸態窒素（mg/100g）

有効態リン酸（mg/100g）

CaO（mg/100g）

MgO（mg/100g）

K₂O（mg/100g）

Ca／Mg比

Mg／K比

基準値内だが高めなのでアルカリ資材の施肥を控える

低いため、有機物を入れて腐食を増やす

ECは0.3以下と基準値内なので、窒素もカリウムも慣行施肥量を施肥

基準値内のため、慣行施肥量を施肥

基準値内のため、慣行施肥量を施肥

基準値を大幅に超えているため、石灰資材を控える

基準値より多少少なく、Mg／K比も低くカリウムとのバランスを取るためにも、
基準値内で追加投入して調整→投入量の判断と計算方法は表外に記載

基準値内の数値のため、慣行施肥量を施肥

ー

低いためマグネシウムを入れて、バランスを取る 
※Mg／K比の計算方法は表外に記載

項目 基準値との差異と改善点

7.9

20

0.2

4.5

35.8

1481

50

25

21.1

4.71

モデル圃場の
分析値

7.0～8.0

25<

0.3＞

10＞

10～50

700<

60～120

19～38

ー

7～8

基準値
（ジャーガル）

80

13.2

7.54

改良
目標値

土壌 土壌特性 注意点

可給態リン酸が高い場合（50以上）…リン酸を多く含む資材（家畜ふん等）の施肥を控える

低い場合……堆肥などを活用して、可給態リン酸を補充する

改善

土壌ごとの注意点

改良後

改良方針

③可給態リン酸

地域によってカルシウムの値にばらつ
きが大きく、作物によっては石灰の追
加がpHを上昇させる場合もある

カルシウム・マグネシウムの過不足と
バランス（石灰苦土比）に注意する

作物の好むpHを確認したうえで
石灰苦土比に注意する

石灰苦土比は考慮せず、マグネシウム
が基準値に収まるようにし、カリウムと
のバランス（苦土カリ比）に注意する

要素の相互作用co
lum
n

コ
ラ
ム

拮抗作用に注意！

カリウム過剰の場合
マグネシウムとカルシウムの吸収を阻害

カルシウム過剰の場合
マグネシウムとカリウム、微量要素（鉄、ホウ素）
の吸収を阻害
リン酸過剰の場合
カリウム、微量要素（鉄、亜鉛）の吸収を阻害相乗作用……要素の吸収を互いに促進する働き

マンガン（Mn）

窒素
（N）

ホウ素
（B）

亜鉛
（Zn）

銅
（Cu）

鉄
（Fe）

カルシウム
（Ca）

カリウム
（K）

リン
（P）

マグネ
シウム
（Mg）

拮抗作用 相助作用

なぜバランスを
取ることが

必要なのかは、
以下のコラムを
参考にしましょう

バランスの計算はこちらを参照バランスの計算はこちらを参照マグネシウムを80mg/100gに改良すると、
Mg/K比は7.54となりバランスも改善される。

分析値

（土壌診断なるほどガイド／
  JA全農 肥料農薬部 p.11参照）
※バランスの計算は、重量比（mg/100g）を
　当量比(meq/100g)に換算する

さらに詳しく！

モデル圃場の土壌診断結果を事例に、
分析値の見方や改良の考え方を見ていきましょう。

図：「トルオーグ、1948」

https://www.zennoh.or.jp/members/pdf/gijyutu_1_01b.pdf
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化学性改善

Point

・１か月程度で70%ほど窒素が無機化するため、最低でも定植の１
か月前に施肥をする。
・９月に比べて１２月は１か月時点で１５％程度の差があり、気温が
低くなると、肥効が悪くなるため、施用する時期を考慮して施用
量を決める。

・９、１０月と１１、１２月を比べると1.5か月程度で15~40%と無機
化率に差があるため、施用する時期を考慮して施用量を決める
・肥効率は油粕に比べると少ないため、鶏糞を使用する際は投入
量が多くなる。

油粕（菜種）

鶏糞（発酵）

米ぬか

菜種油粕 鶏糞堆肥

5.7

7

10.5

C/N比

80 - 90 - 100

60 - 70 - 90

70 - 90 - 100

肥効率(%)
N-P-K

6.2 - 2.8 - 1.3

2.9 - 5.8 - 3.3

3.2 - 6.6 - 1.5

養分含有率(現物%)
N-P-K

1か月程度

1.5か月程度

1.5か月程度

肥効スピード

窒
素
無
機
化
率（
％
）

施用期間（ケ月）

代表的な有機質肥料の肥効特性の例

沖縄県における有機質肥料の月別窒素無機化率の推移（ジャーガル、沖縄県農業研究センター土壌環境班調べ）

※1
※2

※1：肥料としての効果を化学肥料と比較した場合の割合（化学肥料と同等なら100％、半分なら50％）⇒沖縄県データは以下表を参照
※2：地温26℃で窒素を無機化（分解）するのに必要な日数
※数値は一例であり、製品や使用条件により異なる

※島尻マージ、国頭マージにおいても、ほぼ同様の推移となる

90.0

70.0

50.0

30.0

10.0

-10.0
0 0.5 1

9月
10月
11月
12月

1.5 2 2.5 3

・１か月時点での無機化率に、時期ごとに差があるため、施用する
時期を考慮して施用量を決める

米ぬか

窒
素
無
機
化
率（
％
）

施用期間（ケ月）

90.0

70.0

50.0

30.0

10.0

-10.0
0 0.5 1

9月
10月
11月
12月

1.5 2 2.5 3

窒
素
無
機
化
率（
％
）

施用期間（ケ月）

90.0

70.0

50.0

30.0

10.0

-10.0
0 0.5 1

9月
10月
11月
12月

1.5 2 32.5

施肥設計に使えるアプリ
土壌管理アプリ集（農研機構「日本土壌インベントリー」より）

参考文献：野口、農業技術体系2001、
　　　　　沖縄県農業研究センター土壌環境班調査資料

窒素欠乏

要素欠乏早見表

「作物の要素欠乏・過剰症」高橋英一ら 参考

葉菜類

全体的に
現れる

古い葉から
新しい葉へ
移る

窒素欠乏

果菜類

根菜類

古い葉から新しい葉に黄化が進み、草丈が伸びず全体が小型となる。

葉幅が狭く葉色は暗緑色となり下葉は紫色となる。葉は小型。

全体の葉が暗緑色で下葉の先端、葉緑が黄化。やがて褐色になり壊死する。きゅう
りなどでは白斑点が生じる。葉が暗緑色でシワが多くゴワゴワした形となる。カブ
なども下葉に白斑が生じる。

下葉が黄化する。葉脈間から黄化しはじめることが多いが、時には葉先から始まり
葉緑、葉脈間へと移ることもある。葉脈は緑色に残る。

葉脈間に黄斑ができ、葉緑が内側に巻き込み、コップ状となることもある。葉身が
少なく葉の先端部だけ残る。→鞭状葉

頂芽が黄化し、萎凋してくる。新芽の先端が枯死するふちぐされ、中心部が萎縮し
たり黄化したりする芯ぐされがある。

新しい葉に黄白色になり、はなはだしい時は新葉が出ない。古い葉は緑のまま、頂
芽・新葉が黄白色となり、かすかに葉脈に緑が残る。

新しい葉の先端や、緑縁が白色あるいは褐色に枯死する。

葉幅が広くなり、葉縁にそって黄化。黄化した部分のところどころに壊死部ができ
る。葉脈は緑色で残る。新葉が葉脈を残してうす緑色になる。古い葉に広がる。

新葉に黄斑が入り、小葉がロゼット状になる。黄斑は次第に全葉に広がる。

トマトの尻腐れ、キュウリの褐色芯腐れ、ピーマンの尻腐れなど、花のついていた部
分から腐る。

花芽形成が悪い。果皮が暑くなったりコルク化する。果皮や中心部にヤニが出る。

根が肥大しない。細根の伸びが悪い。

首のところが黒色、コルク化しやすい。肌がさめ肌となる。導管部や中心部が赤芯や
芯ぐされとなる。

新しい葉だけ
に現れる

果実に現れる

根に現れる

リン酸欠乏

カリ欠乏

苦土欠乏

新しい葉から
古い葉へ
移る

モリブデン欠乏

ホウ素欠乏

鉄欠乏

石灰欠乏

マンガン欠乏

亜鉛欠乏

石灰欠乏

ホウ素欠乏

リン酸欠乏

ホウ素欠乏

葉

苦土欠乏 鉄欠乏 マンガン欠乏

画像提供：沖縄県農業研究センター土壌環境班（ゴーヤー）

実践！肥効率を考慮した施用量の計算例

施用量
(kg) = ÷ ÷

= ÷ ÷

= ÷ ÷

必要な成分量
(kg) （含有量（％）÷100） （肥効率（％）÷100）

■化学肥料の場合（例：ハイパーCDU　窒素含有率15％)
40kg

（施用量）
6kg

必要な成分量
0.15
含有率

1
肥効率

■有機質肥料の場合（例：なたね油粕、窒素含有率5.3％、窒素肥効率70%)
161kg
（施用量）

6kg
必要な成分量

0.053
含有率

0.7
肥効率

※化学肥料の肥効率は100％

栄養障害とその対策

対策

https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/main/menu/static/

